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人の血中コレステロール値は遺伝的要素と脂肪酸摂取の量と質によって左右される｡野生マ
カカ属サルの血中コレステロール値は飼育群に比べて非常に低いこと､飼育群の中に高コレステ
ロール血症を示す個体がいる結果を得ていたので､野生群および飼育群の食物中脂肪酸組成分析
の方法の検討と､LDLレセプター遺伝子の変異の有無の検討を行った｡これまで租脂肪量は定
量されていたが､その中に含まれる栄養的に価値のある脂肪酸の組成分析は行われてこなかった｡
探食可能な植物の果実､葉､花弁などの採集を行い､加熱乾燥後､遮光下低温保存､あるいはそ
のまま冷凍保存を行った｡基本的な脂肪酸測定はクロロホルム+メタノール抽出後､ヘキサン処
理し､シリカゲルカラムクロマトグラフィーを行って色素等を除去後､3･フッ化ホウ素-メタノ
ール法によりメチルキステル化し､キャピラリーカラムを用いたガスクロマトグラフィー により
分析した｡試料の保存法､ソックスレ一法による租脂肪の抽出方法との差､色素の混入､抗酸化
剤添加によIる脂質酸化の防除の検討などなお続行中で奉る｡
iDLレセプター遺伝子のエクソン5の変異は同義置換であったoエクソン7にも4個体で
変異が兄いだされたので配列決定を行ったが､PCR法により同じ長さの全く異なる領域も増幅
されていた｡これはAvaIにより切断できることがわかったので現在進行中である｡さらにエク
ソン14にも2個体の変異が検出された｡
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